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テキスト名 該当ページ 該当箇所 誤った記述 正しい記述

知識獲得講座PART1 186 確認問題　肢1の解答解説 ○
×　特例輸出貨物等に関して
は、税関長の保税運送の承認
を要しない。

基礎力実務対策講
座　申告書編

75

【解答】
(2）申告価格の計算
仕入書4及び5の計算式
(太字及びアンダーライン箇所
の訂正)

4.(＄3,432×＋＄1,700×＄3,432
÷＄20,440）￥110.5＝
￥410,777.15…￥410,777…(i)
5.(＄6,273×＋＄1,700×＄6,273÷
＄20,440）￥98＝￥750,817.33
…￥750,817…(f)

4.(＄3,432＋＄1,700×＄3,432÷
＄20,440）×￥110.5＝
￥410,777.15…
￥410,777…(i)
5.(＄6,273＋＄1,700×＄6,273÷
＄20,440）×￥110.5＝
￥750 817 33 ￥750 817 (f)

基礎力実務対策講
座　計算編

40
問題【８】(４)の解答解説の
３行目

7,205,000円－579,000円＝
6,626,000円

7,205,000円－580,000円＝
6,625,000円

基礎力実務対策講
座　申告書編

54 統計品目番号の選択肢⑬ ⑬1605530106 ⑬1605539106

知識獲得講座
PART3

72 確認問題６の解説講義
誤りの理由を「従業停止処分の
期間が30日以内ではなく1年以
内であるため」と言っている

レジュメの解説にありますとおり
「通関業法規定に違反するおそ
れがあるだけでは通関士に対
する懲戒処分をすることはでき
ないから」となります。
　なお、通関業法等の規定に違
反した場合に通関士に対し懲戒
処分として、通関業務への従業
停止処分をする場合には、その
従業停止期間は、30日以内で
はなく、１年以内となります。

実践力Power Up講
座　申告書編

輸入第11問別冊に「第96類の
注及び第96.20
項の規定」を追加掲載

誤　　植　　表



通関実務対策講座
申告書編

112 分類(1)～(6)の下
→(5)と(6)は同じ番号であるた
め、一括する。

当該箇所削除

実践力Power Up講
座　計算編

76 消費税額計算のBの計算 3,615,000円(百円未満切捨） 3,615,000円(千円未満切捨)

通関実務対策講座
申告書編

143

輸入申告書第７問
解説講義の中で、仕入書（３）
の１㎡当りの重さを間違って計
算している

43.12ｇ 44.146ｇ

通関実務対策講座
申告書編

155
輸入申告書第８問　解答解説
申告価格計算

1.［＄5,640＋{（＄2,550＋
＄2,170）×$7,182/$62,193｝]×
￥115＝￥697,824.06…
6.1.［＄5,016＋{（＄2,550＋
＄2,170）×$5,925/$62,193｝]×
￥115＝￥620,617.99…

1.［＄5,640＋{（＄2,550＋
＄2,170）×$5,640/$62,193｝]×
￥115＝￥697,824.06…
6.1.［＄5,016＋{（＄2,550＋
＄2,170）×$5,016/$62,193｝]×
￥115＝￥620,617.99…

通関実務対策講座
申告書編

輸入申告書第5問　解答解説
申告価格計算

⑶（＄1,545＋＄1,750×
＄2,500/$17,945）×￥81.5＝
￥185,675.82…

⑶（＄1,545＋＄1,750×
＄1,545/$17,945）×￥109.5＝
￥185,675.82…

通関実務対策講座
申告書編

55 仕入書の英語表記 silve silver

直前総まとめ 120 解答・解説　［2]ー2 42.03項 42.02項
直前総まとめ 120 解答・解説　［１)－7講義中解説 肢の７は誤った記述 肢の７は正しい記述

知識獲得講座
PART2

141
三 締 約 国 原 産 地 証 明 書 等
７行目

RCEP(地域的な包括的連携協
定)においては、輸入者のみが
自ら作成した締約国原産品申告
書を提出することができる。

RCEP(地域的な包括的連携協
定)においては、輸入者(一部の
締約国においては、輸出者ま
たは生産者)が自ら作成した締
約国原産品申告書を提出する
ことができる

過去問攻略講座
PART3

47 10　営業所の新設　肢２の解説

通関業者の通関業の許可に条
件が付されていない場合にお
いても、税関長は、営業所の
新設の許可をする場合でも、
条件を付することができる。

通関業者の通関業の許可に条
件が付されていない場合におい
ても、財務大臣は、営業所の新
設の許可をする場合でも、条件
を付することができる。



通関実務対策講座
申告書編

178
仕入書(2)｢Cooler boxes」の分
類及び（d）の正解

仕入書（2）の分類番号：
3923.10-0005
正解：(d)-①

仕入書（2）の分類番号：
3926.90-029†
正解：(d)-②

知識獲得講座
PART2

165及び173

「承認を受けずに輸出(輸入）し
た場合には、1年以内の期間で
輸出(輸入)を行うことを禁止す
る。」という文章の後に正しい記
述のような文章を追加。

ただし、輸出承認(輸入承
認)を要するとの閣議決定対
応措置に違反した者に対して
は３年以内。
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